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旧
年
中
は
、
小
型
船
の
安
全
確
保
の
た
め
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
海
難
防
止
と
運
航
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
り
安
全
で
秩
序
あ

る
海
洋
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
と
発
展
に
寄
与
す
る
よ
う
役
員

一
同
頑
張
り
ま
す
の
で
、
会
員
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
何
卒
倍
旧
の
ご
支
援
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

会
　
長
　
　（
芦
屋
地
区
会
長
）

　
中
西
　
定
美

副
会
長
　
　（
長
崎
会
長
）

　
福
田
　
一
幹

副
会
長
　
　（
宇
部
会
長
）

　
石
井
　
昭
雄

専
務
理
事
　（
関
門
地
区
会
長
）

　
大
迫
　
秀
八
郎

理
　
事
　
　（
福
岡
地
区
会
長
）

　
廣
瀬
　
英
樹

　
〃
　
　
　（
有
明
海
地
区
会
長
）

　
萬
矢
　
勝
保

　
〃
　
　
　（
伊
万
里
湾
会
長
）

　
松
園
　
作
好

　
〃
　
　
　（
佐
世
保
地
区
副
会
長
）

　
松
井
　
俊
澄

　
〃
　
　
　（
長
門
地
区
会
長
）

　
飯
田
　
俊
博

　
〃
　
　
　（
洞
海
地
区
事
務
局
長
）

　
長
本
　
敏
幸

　
〃
　
　
　（
平
戸
地
区
会
長
）

　
早
田
　
悠
次

理
　
事
　
　（
唐
津
玄
海
会
長
）

　
吉
永
　
啓
次
郎

　
〃
　
　
　（
対
馬
会
長
）

　
畑
島
　
宏
幸

　
〃
　
　
　（
大
分
県
連
合
会
会
長
）

　
田
口
　
隆
治

監
　
事

　
公
益
社
団
法
人

　
　
西
部
海
難
防
止
協
会
会
長

　
　
　
高
祖
　
健
一
郎

　
㈱
日
本
船
舶
職
員
養
成
協
会

　
　
西
日
本
　
代
表
取
締
役

　
　
　
中
野
　
隆

役
員
か
ら
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

大分地区小型船安全協会提供
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平
成
二
十
九
年
の
初
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
公
益
社
団
法
人
九
州
北
部
小
型
船
安
全
協
会
中
西
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
各
会
員
、

関
係
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
当
管
内
で
発
生
し
た
全
海
難
事
故
隻
数
は
、
速
報
値
で
三
百
五
十
七
隻

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
値
は
、
当
庁
の
海
難
調
査
が
現
在
の
シ
ス
テ
ム
と
な
り
ま

し
た
平
成
十
三
年
以
降
最
少
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
二
十
六
年
に
初
め
て
年
間
全
海
難

事
故
隻
数
が
四
百
隻
を
下
回
っ
て
か
ら
、
一
昨
年
、
昨
年
と
減
少
し
、
そ
の
傾
向
が
継

続
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
に
転
じ
て
確
認
い
た
し
ま
す

と
、
残
念
な
が
ら
前
年
よ
り
十
八
隻
増
加
し
て
お
り
ま
し
て
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
と

漁
船
等
の
小
型
船
舶
の
事
故
が
全
海
難
事
故
を
占
め
る
割
合
は
、
相
変
わ
ら
ず
七
割
を

超
え
る
高
い
値
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
当
庁
で
は
、
昨
年
四
月
一
日
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
、
漁

船
等
小
型
船
舶
の
海
難
減
少
を
推
進
さ
せ
る
べ
く
、
専
従
し
て
こ
の
業
務
に
あ
た
る
安

全
対
策
課
を
本
庁
及
び
管
区
本
部
に
設
置
し
、
小
型
船
舶
の
海
難
防
止
活
動
に
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
活
動
で
は
、
現
場
海
上
保
安
官
と
海
上
安
全
指
導
員
の
皆
様
と
の
合
同
パ
ト

ロ
ー
ル
を
は
じ
め
、
貴
協
会
主
催
の
海
難
防
止
講
習
会
へ
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
な

ど
、
貴
協
会
の
多
大
な
ご
協
力
の
も
と
海
難
防
止
啓
発
活
動
を
継
続
し
て
推
進
し
て
き

ま
し
た
。
特
に
、
昨
年
は
七
月
の
「
船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
」
の
一
部
改

正
に
伴
い
、「
見
張
り
の
実
施
業
務
」、「
発
航
前
の
検
査
業
務
」
に
違
反
し
た
船
長
は
、

行
政
処
分
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
周
知
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
が
、

前
述
の
講
習
会
や
貴
協
会
が
発
行
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
へ
の
掲
載
に
よ
り
、
広
く
小
型

船
舶
の
関
係
者
へ
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
周
知
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
管
区
本
部
、
部
署
の
現
場
海
上
保
安
官
だ
け
で
は
周
知
活
動
に
は
限
界
が
あ
り
、
貴

協
会
に
所
属
す
る
地
区
会
員
の
皆
様
の
協
力
や
連
携
し
た
活
動
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
平
成
二
十
九
年
に
あ
っ
て
は
、
近
年

の
海
難
減
少
の
流
れ
を
更
に
加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
に
よ
る
海

難
事
故
に
つ
き
ま
し
て
も
今
年
は
是
非
と
も
減
少
に
転
じ
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

各
会
員
の
皆
様
と
連
携
を
強
化
し
、
引
き
続
き
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
や
海
難
防
止
講
習
会

を
は
じ
め
と
す
る
海
難
防
止
啓
発
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
よ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。
更

に
、
若
い
頃
か
ら
海
に
親
し
み
、
ま
た
海
の
事
故
の
怖
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
貴

協
会
の
皆
様
と
協
力
し
、
若
年
層
と
言
わ
れ
る
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
海
上
安
全
教

室
の
開
催
等
新
た
な
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
推
進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
第
七
管
区
海
上
保
安
本
部
で
は
、
九
州
北
部
小
型
船
安
全
協
会
及
び

関
係
者
の
皆
様
方
と
一
致
協
力
し
、
会
員
の
皆
様
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
プ
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
愛
好
者
の
皆
様
が
自
ら
安
全
意
識
を
高
め
、
ま
た
安
全
意
識
を
向
上
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
各
種
取
り
組
み
を
粘
り
強
く
実
施
し
、「
海
難
防
止
」
と
い
う
大

き
な
目
標
に
向
か
っ
て
啓
発
活
動
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
四
月
か
ら
、
海
上
保
安
部
の
交
通
課
に
小
型
船
舶
の
海
難
防
止
に
専
従
す
る
役

職
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
後
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
小
型
船
舶
の

海
難
防
止
の
た
め
の
更
な
る
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
現
場
海
上
保
安
官
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
海
難

防
止
活
動
へ
の
参
加
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
が
昨
年
以
上
に
会
員
及
び
関
係
者
の
皆
様
方
に
と
り
ま

し
て
幸
せ
で
安
心
な
、
ま
た
発
展
の
年
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
七
管
区
海
上
保
安
本
部

本
部
長

　
山
　
本
　
得
　
雄

平
成
二
十
九
年 

年
頭
挨
拶
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平
成
二
十
八
年
度
　
通
常
総
会
報
告

　
平
成
二
十
八
年
五
月
三
十
日
に
平
成
二
十
八
年
度
通
常
総
会
が
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ホ
テ
ル
小
倉
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　（
１
）
平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て
　

　（
２
）
平
成
二
十
七
年
度
収
支
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
に
つ
い
て

　（
３
）
役
員
改
選
に
つ
い
て

　（
４
）
そ
の
他

　
　
・
平
成
二
十
九
年
度
日
本
財
団
へ
の
助
成
金
の
申
請
に
つ
い
て

　
　
・
議
事
録
署
名
人
の
選
出
に
つ
い
て

　
以
上
４
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
す
べ
て
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
総
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
理
事
・
監
事
は
、
次
の
方
々
で
す
。

中
西
理
事
・
福
田
理
事
・
石
井
理
事
・
大
迫
理
事
・
廣
瀬
理
事
・
萬
矢
理
事
・

松
園
理
事
・
松
井
理
事
・
飯
田
理
事
・
長
本
理
事
・
早
田
理
事
・
吉
永
理
事
・

畑
島
理
事
・
田
口
理
事
・
高
祖
監
事
・
中
野
監
事
。

　
今
年
度
は
、
役
員
改
選
時
期
に
あ
た
り
、
総
会
終
了
後
第
２
回
理
事
会
が
開

催
さ
れ
代
表
理
事
及
び
業
務
執
行
理
事
の
選
任
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
次
の

方
々
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
代
表
理
事
　
　
中
西
　
定
美

　
　
副  

会  

長
　
　
福
田
　
一
幹

　
　
副  

会  

長
　
　
石
井
　
昭
雄

　
　
専
務
理
事
　
　
大
迫
　
秀
八
郎

　
当
協
会
の
理
事
を
二
十
六
年
間
努
め
ら
れ
総
会
を
以
っ
て
退
任
さ
れ
ま
す
中

田
理
事
に
感
謝
状
及
び
副
賞
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
会
員
の
皆
様
及
び
賛
助
会
員
の
皆
様
、
遠
路
よ
り
ご
出
席
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
協
力
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
財
団
助
成
事
業

　
　
　
安
全
講
習
会

五
月
二
十
一
日

平
戸
地
区

　
平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　
講
師
と
し
て
、
七
管
本
部
、
平
戸
海
上
保
安
署
か
ら
「
海
難
の
状
況
と
発

航
前
点
検
等
に
つ
い
て
」、
平
戸
消
防
署
か
ら
は
、「
応
急
手
当
講
座
」
の
講

習
を
し
て
頂
い
た
。

五
月
二
十
八
日

大
分
地
区

　
四
月
十
六
日
に
予
定
し
て
い
た
講
習
会
は
、
熊
本
地
震
の
た
め
延
期
と

な
っ
た
。
大
分
東
部
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　
講
師
と
し
て
、
七
管
本
部
、
大
分
海
上
保
安
部
か
ら
「
海
難
の
状
況
と
発

航
前
点
検
等
に
つ
い
て
」、「
大
分
県
内
の
海
難
に
つ
い
て
」
の
講
習
を
し
て

頂
い
た
。

六
月
七
日

洞
海
地
区

　
若
松
港
湾
合
同
庁
舎
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　
講
師
と
し
て
、
七
管
本
部
及
び
若
松
海
上
保
安
部
か
ら
「
平
成
二
十
七
年

の
海
難
の
統
計
と
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
安
全
運
航
に
つ
い
て
」、「
平
成

二
十
七
年
の
海
難
の
事
故
事
例
と
海
難
防
止
に
つ
い
て
」
の
講
習
を
し
て
頂

い
た
。

六
月
十
五
日

佐
伯
地
区

　
佐
伯
市
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
和
楽
で
開
催
さ
れ
た
。

　
講
師
と
し
て
、
七
管
本
部
、
佐
伯
海
上
保
安
署
か
ら
「
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
の
安
全
運
航
に
つ
い
て
」、「
ミ
ニ
ボ
ー
ト
に
対
す
る
注
意
事
項
等
に
つ
い

て
」
の
講
習
を
し
て
頂
い
た
。
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今年度の主な事業・行事実施状況
十
月
二
十
三
日

対
馬
地
区

　
港
湾
合
同
庁
舎
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　
講
師
と
し
て
、
対
馬
海
上
保
安
部
か
ら
「
対
馬
周
辺
海
域
の
海
難
状
況
及

び
事
例
に
つ
い
て
」
の
講
習
を
し
て
頂
い
た
。

　
当
日
、
強
風
の
た
め
飛
行
機
が
欠
航
と
な
り
、
七
管
本
部
か
ら
の
講
習
は

中
止
と
な
っ
た
。

十
一
月
二
十
八
日

長
門
地
区

　
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｂ
Ｏ
大
正
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　
講
師
と
し
て
、
七
管
本
部
及
び
仙
崎
海
上
保
安
部
か
ら
「
プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
の
安
全
運
航
に
つ
い
て
」、「
救
命
胴
衣
に
つ
い
て
」
の
講
習
を
し
て

頂
い
た
。
ま
た
、
長
門
地
区
小
安
協
海
上
安
全
指
導
員
岩
崎
氏
よ
り
、「
海

上
安
全
指
導
員
連
絡
調
整
会
議
の
報
告
等
」
を
し
て
頂
い
た
。

二
月
二
十
六
日

唐
津
地
区

　
唐
津
市
水
産
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　
講
師
と
し
て
、
七
管
本
部
及
び
唐
津
海
上
保
安
部
か
ら
「
七
管
内
に
お
け

る
海
難
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
」、「
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
等
に
つ
い
て
」
の
講
習

を
し
て
頂
い
た
。

実
技
講
習
会

六
月
十
二
日

ひ
び
き
灘
地
区

　
脇
田
漁
港
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
交
流
棟
で
開
催
さ
れ
た
。

　
座
学
講
習
と
し
て
、
七
管
本
部
及
び
若
松
海
上
保
安
部
か
ら
「
平
成

二
十
七
年
の
海
難
統
計
と
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
安
全
運
航
に
つ
い
て
」、

「
平
成
二
十
七
年
の
海
難
事
故
事
例
と
海
難
防
止
、
曳
航
救
助
に
つ
い
て
」

を
講
習
し
て
頂
い
た
。

　
実
技
講
習
と
し
て
、「
曳
航
方
法
、
曳
航
策
の
取
り
方
に
つ
い
て
」、

「
バ
ッ
テ
リ
ー
チ
ェ
ッ
カ
ー
の
有
効
性
に
つ
い
て
」、「
浮
く
っ
ち
ゃ
ボ
ト
ル
、

救
命
胴
衣
の
有
効
性
に
つ
い
て
」
若
松
海
上
保
安
部
よ
り
講
習
を
し
て
頂
い

た
。

対馬地区講習会の様子

洞海地区講習会の様子

ＴＶ局撮影！　緊張！



きゅうほくしょうあんきょう（No. 32）平成 29 年３月6日（5）

今年度の主な事業・行事実施状況
日
本
財
団
助
成
事
業

　
　
　
海
事
普
及
活
動

七
月
十
七
日

関
門
地
区
小
安
協　

関
門
ボ
ー
ト
天
国

　
関
門
港
で
開
催
さ
れ
た
ボ
ー
ト
天
国
に
参
画
し
、
会
場
・
水
辺
警
備
を
担

当
し
た
ほ
か
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
無
料
体
験

乗
船
。
乗
船
者
二
百
二
十
名
。

八
月
二
十
一
日

ち
び
っ
子
カ
ー
ニ
バ
ル
２
０
１
６

　
遠
賀
郡
芦
屋
町
に
あ
る
芦
屋
競
艇
場
で
行
わ
れ
て
い
る｢

ち
び
っ
子
カ
ー

ニ
バ
ル
２
０
１
６｣

に
芦
屋
小
安
協
が
参
画
し
、
小
中
学
生
及
び
父
母
の
海

に
対
す
る
基
本
的
知
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
若
松
海
上
保
安
部
の
ご
協
力

に
よ
り
、
親
子
安
全
教
室
、
Ｐ
Ｗ
安
全
協
会
の
ご
支
援
を
頂
い
て
水
上
オ
ー

ト
バ
イ
の
体
験
試
乗
、
海
上
保
安
庁
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る｢

う
み
ま
る

君｣

と
の
記
念
撮
影
、
海
上
保
安
庁
・
小
型
船
安
全
協
会
の
活
動
状
況
の
パ

ネ
ル
展
示
を
行
っ
た
。

今年も体験乗船は、
大人気です。

今年は、夏休みの開催、
子供たちで賑わってます。



きゅうほくしょうあんきょう（No. 32） 平成 29 年３月6日 （6）

今年度の主な事業・行事実施状況
十
月
二
十
九
日

宇
部
地
区

　
座
学
講
習
と
し
て
、
七
管
本
部
及
び
宇
部
海
上
保
安
署
か
ら
「
プ
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
安
全
運
航
に
つ
い
て
」、「
心
肺
蘇
生
法
の
訓
練
」
を
講
習

し
て
頂
い
た
。

　
実
技
講
習
と
し
て
、
宇
部
海
上
保
安
署
か
ら
「
救
命
胴
衣
の
着
用
と
海
中

転
落
の
対
応
」、
Ｕ
Ｂ
Ｅ
マ
リ
ー
ナ
江
尻
氏
よ
り
「
発
航
前
点
検
及
び
ト
ラ

ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
」
を
講
習
し
て
頂
い
た
。

日
本
財
団
助
成
事
業

　
安
全
活
動

　
　
海
上
安
全
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル

　
海
上
安
全
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
を
各
保
安
部
署
の
ご
協
力
を
得
て
役
員
立
合

い
の
も
と
各
地
区
で
実
施
し
た
。

　
パ
ト
ロ
ー
ル
の
目
的
は
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
運
航
者
の
海
難
防
止
思

想
の
普
及
及
び
安
全
運
航
指
導
で
す
。

　
海
上
安
全
指
導
員
と
と
も
に
海
上
保
安
部
職
員
が
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
艇
へ

乗
船
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
と
と
も
に
安
全
運
航
の
呼
び
か
け
を

行
い
ま
す
。

宇部マリーナ江尻氏の講習を
真剣に聞かれている会員さん。

若い方も頑張ってますね。

合同パトロールの様子

海上安全指導員さん、お疲れ様です。



きゅうほくしょうあんきょう（No. 32）平成 29 年３月6日（7）

今年度の主な事業・行事実施状況
日
本
財
団
助
成
事
業

　
海
事
普
及
活
動

　
　
園
児
海
洋
体
験
学
習
及
び
老
人
介
護
施
設
訪
問
活
動

　
日
本
財
団
助
成
事
業
の
新
規
事
業
と
し
て
、
今
年
度
よ
り
実
施
。

　
幼
少
期
か
ら
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
楽
し
さ
、
海
へ
の
親
し
み
、
海
の

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
実
体
験
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
で
楽
し
い
プ
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
に
よ
る
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
事
業
で
す
。
園
児
達
が
海
で
体
験
し
た
こ
と
等
、
お
年
寄
り
の
方
た

ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
な

ど
し
て
同
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
の
地
域
社

会
へ
の
浸
透
を
図
り
、
そ
の
活
性
化
に

繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

六
月
二
十
三
日

老
人
介
護
施
設
訪
問
活
動　

　
会
員
が
五
隻
の
船
に
分
乗
し
、
宇
部

沖
で
キ
ス
ゴ
百
四
十
匹
を
釣
り
、
宇
部

市
内
の
小
羽
山
保
育
園
児
二
十
名
と
一

緒
に
宇
部
市
の
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
好
生

園
の
お
年
寄
り
五
十
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
た
。

十
一
月
九
日

園
児
海
洋
体
験
学
習

　
参
加
者
　
　
会
員
　
　

　
　
　
　
　
　
小
羽
山
保
育
園
　
園
児
　
二
十
一
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
護
者
　
　
三
名

　
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
四
隻
で
宇
部
沖
一
帯
を
二
時
間
の
体
験
学
習
を
実
施

し
た
。

石井会長のお話を真剣に
聞いている園児たち。

待ちに待った体験航海の
出発です！



きゅうほくしょうあんきょう（No. 32） 平成 29 年３月6日 （8）

今年度の主な事業・行事実施状況
日
本
財
団
助
成
金

　
安
全
講
習
会
受
講
旗

　
　
　
　
　
　
無
償
配
布

　
二
十
八
年
度
安
全
講
習
会
受
講
旗

　
　
配
布
枚
数

　
一
年
に
一
回
は
、
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

　
受
講
さ
れ
た
会
員
の
方
に
は
無
償
で
配
布

い
た
し
ま
す
。

十
月
二
十
日
　
第
三
回
理
事
会

　
第
三
回
理
事
会
が
北
九
州
市
門
司
区
の
郵
船
ビ
ル
三
階
会
議
室
で
開
催
さ
れ

た
。

　
次
の
議
案
が
審
議
さ
れ
た
。

（
１
）
平
成
二
十
九
年
度
日
本
財
団
に
対
す
る
助
成
金
の
交
付
申
請
に
つ
い
て

（
２
）
嘱
託
員
に
関
す
る
内
規
（
案
）
に
つ
い
て

（
３
）
議
事
録
署
名
人
に
つ
い
て

　
議
案
に
つ
い
て
は
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

　
十
月
二
十
六
日
に
日
本
財
団
に
申
請
し
た
。

　
　
　
事
業
総
額
　
　
　
五
百
五
十
万
円

　
　
　
助
成
金
申
請
　
　
四
百
四
十
万
円

　
　
　
自
己
負
担
額
　
　
百
十
万
円
　

　
議
事
録
署
名
人
に
つ
い
て
は
、
定
款
三
十
二
条
第
二
項
に
よ
り
、
中
西
代
表

理
事
・
高
祖
監
事
・
中
野
監
事
に
お
願
い
し
た
。

１，２０７枚

七管本部　山本交通部長　挨拶

中西会長　挨拶



きゅうほくしょうあんきょう（No. 32）平成 29 年３月6日（9）

今年度の主な事業・行事実施状況
日
本
財
団
助
成
事
業

広
報
活
動
と
し
て

　
ポ
ス
タ
ー
・
マ
リ
ン
セ
ー
フ
テ
ィ
ブ
ッ
ク
作
成

七
月
二
十
一
日

　
協
会
事
業
の
周
知
宣
伝
及
び
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
の
小
型
船
の
海
難
防

止
に
資
す
る
た
め
、
ポ
ス
タ
ー
・
マ
リ
ン
セ
ー
フ
テ
ィ
ブ
ッ
ク
を
作
成
配

布
。

　マ
リ
ン
セ
ー
フ
テ
ィ
ブ
ッ
ク

　
昨
年
度
同
様
に
マ
リ
ン
セ
ー
フ
テ
ィ
ブ
ッ
ク
の
中
に
基
本
的
事
項
の

チ
ェ
ッ
ク
等
海
に
出
る
際
に
役
に
立
て
て
頂
け
る
よ
う
に
出
航
前
チ
ェ
ッ
ク

表
・
航
海
記
録
表
を
入
れ
込
ん
で
お
り
ま
す
。
是
非
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
海
上
安
全
指
導
員
の
方
々
が
活
動
す
る
際
に
は
是
非
、
活
用
し
て

頂
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
海
上
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
・
訪
船
指
導
等
）

ポ
ス
タ
ー

事 務 局 よ り

　広報誌の発行は、28 年度を以って終了させて頂く

こととなりました。

　永い間、ありがとうございました。

　29 年度以降は、当協会のホームページ及び日本財

団 CANPAN BLOG のほうで、活動状況及びお知ら

せ等をご覧いただきますようお願いいたします。

ホームページ

http://www.kyu-shoankyo.or.jp

日本財団　CANPAN BLOG

http://blog.canpan.info/kyu-shoankyo/

　また、当協会のフェイスブックを

近日中に始めることといたしました。

　是非、ご期待ください。



きゅうほくしょうあんきょう（No. 32） 平成 29 年３月6日（10）

今年度の主な事業・行事実施状況
人
命
救
助
訓
練

　
二
十
八
年
度
は
、
各
海
上
保
安
部
署
の
ご
協
力
を
頂
き
十
三
ヶ
所
の
地
区
が

実
施
し
た
。

　
訓
練
の
様
子
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

ひ
び
き
灘
地
区

　
六
月
十
二
日
（
脇
田
漁
港
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
に
て
）

萩
地
区

　
六
月
二
十
六
日
（
萩
港
内
に
て
）

萩海上保安署・萩地区小型船安全協会の皆さん
お疲れ様でした。

雨の中、若松海上保安部の皆様
ありがとうございました。



きゅうほくしょうあんきょう（No. 32）平成 29 年３月6日（11）

今年度の主な事業・行事実施状況
　
人
命
救
助
訓
練

有
明
海
地
区

十
一
月
十
九
日

　
今
年
度
は
、
大
牟
田
消
防
署
の
協
力
を
得
て
、
心
肺
蘇
生
法
訓
練
・
Ａ
Ｅ

Ｄ
取
扱
い
訓
練
を
実
施
。
参
加
者
全
員
が
初
め
て
の
経
験
と
い
う
こ
と
も
あ

り
戸
惑
い
な
が
ら
も
講
師
の
指
導
を
得
な
が
ら
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
受
講
生
一
同
貴
重
な
訓
練
体
験
が
で
き
た
。

　
実
施
訓
練
終
了
後
に
、
普
通
救
命
講
習
修
了
証
交
付
式
で
、
受
講
者
全
員

に
終
了
証
が
交
付
さ
れ
た
。

消防署の方が講習！

会員の皆さんも頑張っています。

ＡＥＤの講習です。

大牟田消防署の皆様、お疲れ様でした。
ご指導ありがとうございました。

　実際に体験したような場所に遭遇した場合、
いざ訓練で体験した時と同様に実際にできる
だろうかという声も参加者から聞こえた。
　最初は戸惑いながらも、貴重な訓練体験が
できたことに会員の方も大喜びだった。



きゅうほくしょうあんきょう（No. 32） 平成 29 年３月6日（12）

今年度の主な事業・行事実施状況
日
本
財
団
助
成
事
業

十
一
月
十
八
日

海
上
安
全
指
導
員
連
絡
調
整
会
議

　
各
地
区
の
海
上
安
全
指
導
員
の
代
表
を
集
め
て
、
北
九
州
市
門
司
区
の
旧

大
連
航
路
上
屋
で
開
催
し
た
。

　
七
管
本
部
山
本
交
通
部
長
を
は
じ
め
、
安
全
対
策
課
の
方
々
に
も
出
席
を

頂
い
た
。

　
各
地
区
の
指
導
員
よ
り
活
動
報
告
・
活
動
に
お
け
る
問
題
点
を
テ
ー
マ
に

会
議
が
進
め
ら
れ
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
土
井
良
安
全
対
策
課
長
よ
り
「
遵
守
事
項
違
反
に
つ
い

て
」、「
海
上
安
全
指
導
員
活
動
報
告
の
記
入
等
に
つ
い
て
」
の
説
明
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
映
像
の
紹
介
が
あ
っ

た
。

指導員会議の様子

南海トラフ地震のシミュレーション映像の紹介



きゅうほくしょうあんきょう（No. 32）平成 29 年３月6日（13）

今年度の主な事業・行事実施状況
　
北
九
州
市
の
門
司
港
ホ
テ
ル
で
海
の
日
の
表
彰
が
遂
行
さ
れ
、
海
事
に
ご
功

績
が
あ
っ
た
方
々
が
表
彰
の
栄
誉
に
浴
し
ま
し
た
。

　
当
協
会
関
係
で
は
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ご
健
勝
と
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。

関
門
地
区
小
型
船
安
全
協
会

　
　
　
　
　
越
智
　
政
一

　
指
定
年
数
三
十
年
以
上
で
活
動
回
数
三
百
回
以
上
の

も
の
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
す
。

海
上
安
全
指
導
員

　
　
佐
藤
　
辰
三
（
大
　
分
）	

瀬
戸
　
弘
道
（
有
明
海
）

　
　
宮
本
　
昭
和
（
長
　
崎
）	

畑
島
　
宏
幸
（
対
　
馬
）

　
　
津
行
　
宏
敏
（
津
久
見
）	

吉
川
　
龍
松
（
津
久
見
）

　
　
石
井
　
正
彦
（
津
久
見
）	

菅
原
　
　
孝
（
平
　
戸
）

　
指
定
年
数
十
五
年
以
上
で
活
動
回
数
百
五
十
回
以
上
の
者
に
与
え
ら
れ
る
も

の
で
す
。

海
上
安
全
指
導
員

　
　
長
　
　
茂
善
（
福
　
岡
）	

川
上
　
健
二
（
伊
万
里
湾

）

　
　
岩
崎
　
　
昇
（
長
　
門
）	

濱
本
　
邦
治
（
長
　
門
）

　
　
田
村
　
豊
年
（
佐
世
保
）	

尾
崎
　
嘉
弘
（
佐
世
保
）

　
　
山
中
昭
三
郎
（
平
　
戸
）

　
指
定
年
数
十
年
以
上
で
活
動
回
数
百
以
上
の
者
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
す
。

平
成
二
十
八
年
度 

海
の
日
　
表
彰

国
土
交
通
大
臣
表
彰
受
賞
者

第
七
管
区
海
上
保
安
本
部
長

　
　
　
　      

　
表
彰
受
賞
者

海
上
保
安
庁
長
官

　表
彰
受
賞
者



きゅうほくしょうあんきょう（No. 32） 平成 29 年３月6日（14）

海 上 安 全 指 導 員
　
海
上
保
安
庁
で
は
、
安
全
で
秩
序
あ
る
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
の
発
展
を
図
る
た

め
、
地
域
に
お
け
る
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
の
リ
ー
ダ
的
な
民
間
有
志
の
方
々
を

「
海
上
安
全
指
導
員
」
と
し
て
指
定
し
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
に
対
す
る

様
々
な
安
全
活
動
を
行
っ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
海
上
安
全
指
導
員
が

使
用
す
る
船
舶
を
「
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
艇
」
と
し
て
指
定
し
て
お
り
ま
す
。
当

協
会
会
員
の
中
か
ら
、
二
百
三
十
五
名
（
平
成
二
十
八
年
十
二
月
現
在
）
が
海

上
安
全
指
導
員
に
指
定
さ
れ
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　
海
上
安
全
指
導
員
が
、
訪
船
指
導
を
行
う
際
に
は
、「
海
上
安
全
指
導
員
手

帳
」
を
携
帯
し
、「
腕
章
」
を
着
用
し
て
お
り
、
活
動
を
行
う
際
に
用
い
る
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
艇
に
は
、「
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
旗
」
が
掲
揚
さ
れ
、「
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
艇
ス
テ
ッ
カ
ー
」
が
貼
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
協
会
の
会
員
が
海
上
安
全
指
導
員
に
指
定
さ
れ
た
時
は
マ
リ
ン
ハ
ッ
ト
・

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
貸
与
し
て
お
り
ま
す

地
区
で
活
躍
す
る
海
上
安
全
指
導
員

海上安全指導員手帳

安全パトロール旗

腕章

安全パトロール艇ステッカー

訪船指導中の海上安全指導員
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地 区 小 安 協 活 動 報 告
　
海
上
清
掃
活
動

　
　
　
日
　
　
時
　
　
　
　
　
　
　
平
成
二
十
八
年
七
月
十
八
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
八
時
三
十
分
～
十
一
時

　
　
　
場
　
　
所
　
　
　
　
　
　
　
平
戸
瀬
戸
北
部
海
域
～
平
戸
港
内

　
　
　
参
加
人
員
及
び
参
加
艇
　
　
参
加
艇
　
八
隻
、
四
～
五
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
　
三
十
五
名

人
命
救
助
訓
練

　
　
　
日
　
　
　
時
　
平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
三
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

午
前
十
時
～
十
四
時
三
十
分

　
　
　
訓
練
場
所
　
　
平
戸
瀬
戸
北
部
大
野
町
海
岸
沖
合

　
　
　
参
加
者
　
　
　
平
戸
海
上
保
安
署
　
　
十
名
（
巡
視
艇
か
い
ど
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
世
保
海
上
保
安
部
　
五
名
（
巡
視
艇
あ
い
か
ぜ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
上
安
全
指
導
員
　
　
十
名
・
パ
ト
艇
　
五
隻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
参
加
者
会
員
を
含
む
　
八
十
名

海
上
清
掃
活
動
・
人
命
救
助
訓
練

平
戸
地
区
小
型
船
安
全
協
会
　
　
　
　

　
事
務
局
長
　
戸
村
　
　
茂
　
　
　

ゴミ集積（たくさんあるなあー！頑張ってます）

巡視艇より一般参加者の見学状況

平戸市クリーンセンターへ（軽トラック３台）

小型船の曳航訓練

平戸海上保安署長挨拶

人命救助訓練時の内容説明

平戸瀬戸北部海域～平戸港内の清掃

海中転落救助訓練
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地 区 小 安 協 活 動 報 告
　
昨
年
の
七
月
三
十
一
日
に
「
シ
ー
バ
ー
ド
２
０
１
６
ゴ
ミ
取
っ
て
！
ウ
ロ
コ

取
っ
て
！
食
べ
ま
し
ょ
う
♡
海
と
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
in
伊
万
里
」（
日
本
財

団
事
業
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
　
　�

地
元
の
子
供
会
　
七
十
一
名
（
子
供
三
十
二
名
、
大
人
三
十
九

名
）、
ス
タ
ッ
フ
　
十
七
名

　
実
施
内
容
　�

小
型
船
舶
、
水
上
バ
イ
ク
に
子
供
た
ち
と
乗
船
し
て
ゴ
ミ
拾
い

を
す
る
。

　
　
　
　
　
　�

伊
万
里
海
上
保
安
官
が
紙
芝
居
で
ゴ
ミ
が
環
境
に
悪
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
講
話
を
す
る
。

　
　
　
　
　
　�

漁
師
に
よ
る
魚
捌
き
教
室
を
行
い
バ
ー
ベ
ー
キ
ュ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
。

　
　
　
　
　
　
水
上
バ
イ
ク
、
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
で
遊
ぶ
。

　
当
日
は
晴
れ
、
最
高
気
温
35
・
6
度
、
十
時
よ
り
開
始
十
四
時
三
十
分
終

了
。

　
ほ
と
ん
ど
の
方
が
、
船
に
乗
る
の
も
、
お
魚
を
捌
く
の
も
、
水
上
バ
イ
ク
、

バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
に
乗
る
の
も
初
体
験
で
し
た
。

　
特
に
お
魚
捌
き
は
大
人
が
ほ
と
ん
ど
出
来
な
く
て
、
大
人
と
子
供
も
楽
し
そ

う
に
魚
屋
さ
ん
に
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
テ
ン
シ
ョ

ン
ア
ゲ
ア
ゲ
で
大
満
足
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ー
バ
ー
ド
（
海
上
清
掃
活
動
）

　
昨
年
の
七
月
～
十
月
に
十
三
回
、
四
百
四
十
九
名
の
参
加
者
で
し
た
。

　
今
年
も
た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち
に
海
の
環
境
活
動
、
海
の
素
晴
ら
し
さ
を

少
し
で
も
知
っ
て
貰
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

シ
ー
バ
ー
ド
デ
ィ
２
０
１
６

　
ゴ
ミ
取
っ
て
！
ウ
ロ
コ
取
っ
て
！
食
べ
ま
し
ょ
う
♡

　
　
海
と
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
in
伊
万
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
万
里
湾
小
型
船
安
全
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
局
長
　
坂
口
　
亜
紀

皆さん、お疲れ様でした

子供たちも頑張っています

水上バイクの体験乗船

海上保安官の紙芝居を
ちびっ子たちも真剣に
聞いています

むずかしいね！
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　安全講習会受講旗は、安全講習会を受講された会員の皆様に無償配布しております。

　安全講習会とは、一度受講すればよいというものではありませんので、毎年、新しい情報を入手していた

だくことが大切という立場に立って、年度ごとに旗の色を変えて配布しております。

　安全講習会受講旗を掲げて小型船舶の海難防止及び運航マナーの向上を自ら意識され、会員としての士気

を高めて欲しいと思います。

　年度を重ねるごとに受講旗の認識も高まって、講習会の参加者も増加しております。

　会員以外のプレジャーボート操縦者にも安全思想の普及を目的として、この旗のＰＲをしていただき、会

員のみの特典であることから、会員募集においても活用していただきたいと思います。

安 全 講 習 会 受 講 旗 を 掲 げ ま し ょ う ！

29 年度安全講習会受講旗

色 決 定

主な特色

1. 団体保険のため、通常の個別加入に比べ保険料が大変割安です。
2. 第三者に対する賠償を高額に設定しておりますので安心です。
3. 郵便振込によるお申し込みなので加入手続が簡単です。

団体割引５％適用

お問い合わせ先
及び取扱代理店

アイム興産株式会社
〒806-0004  北九州市八幡西区黒崎城石３番５号

 TEL  093-621-6385　
（土曜・日曜・祝日・休業日を除くAM8:30～17:30）

引受保険会社　三井住友海上火災保険株式会社　八幡支社

ヨット・モーターボート総合保険に加入されていますか？

　　　会員になると特典があります。
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　（公社）九州北部小型船安全協会では、プレジャーボート（モーターボート、ヨット、水上
オートバイ等）の海難ゼロをめざして、各地区の小型船安全協会と共に海上保安部署の協力を
得て現場での安全指導やパトロール、また、大型船との安全面に対する指導及び海難防止講習
会等多彩な活動を行っております。仲間に入り、安全なレジャーを楽しみませんか！
　入会ご希望の方は九北小安協へご連絡ください。各地区の小安協を紹介させていただきま
す。

ひろげよう！安全活動の輪！

〒801-0852　北九州市門司区港町 7-8　郵船ビル２階
　　　　　　電話　093 - 332 - 3578　FAX 　093 - 332 - 3579

連絡先

公益社団法人九州北部小型船安全協会

関門地区小型船安全協会

みやこ地区小型船安全協会

宇部小型船安全協会

洞海地区小型船安全協会

芦屋地区小型船安全協会

福岡地区小型船安全協会

有明海小型船安全協会

唐津玄海小型船安全協会

伊万里湾小型船安全協会

長崎小型船安全協会

対馬小型船安全協会

佐世保地区小型船安全協会

平戸地区小型船安全協会

豊前海小型船舶安全協会

大分地区小型船安全協会

臼杵地区小型船安全協会

津久見地区小型船安全協会

佐伯地区小型船安全協会

長門地区小型船安全協会

萩地区小型船安全協会

ひびき灘地区小型船安全協会

あなたも会員になりませんか！

　平成28年度も残りわずかとなりました。会員
皆様方及び賛助会員の皆様方のご協力・ご支援
には深く感謝いたしております。事務局も女性
二人で頑張っておりますので、今後ともよろし
くお願いいたします。


